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に
、
他
方
協
同
I

S

I

同
化

I

盾
I

一
つ
の
性
格
が
農
村
の
生
活
に
ち
又
事
件
に
I

f

興
へ
、
そ
と
S

，
も

現

象

を

ま

畏

I

件
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
今
こ
と
に
紹
介
し
よ
ぅ
と
す
る
日
尤
御
用
船

引

人

足

の
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如
き
は
、
こ
の
間
の
消
翁
物
語

f

の
で
あ
る
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こ
の
日
光
山
修
理
の
た
め
に
多
く
の
資
材
が
河
川
を
通
じ
て
運
搬
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
問
題
の
地
點
は
渡
^
湖
川
が
利
极
川 

に
合
流
せ
ん
と
す
る4
こ
ろ

で
、
日
光
行
き
の
御
用
船
が
渡
良
溯
川
を
溯
航
す
る
に
際
し
、
引
船
人
足
を
必
要
と

す

：る

。

■本
.來
沿
岸
の 

諸
'村
が
そ
れ
ら
の
人
足
を
出
す
の
で
は
あ+る
が
、：

そ
れ
で
は
不
足
な
の
で
、
隣
村
か
ら
の
猨
助
を
必
要
と
じ
た
。
渡
浪
瀬
川
は
武
藏
と 

下
總
と
の
間
を
流
れ
て.ゐ
龙
。
人
足
擔
當
の
沿
岸
の
諸
村
の
ぅ
ち
、
..武
蔵
國
埼
.玉
那
に
屬
す
る
分
は
、
：本
鄕•前
谷
•駒
場
•
向

古

河

•
柏 

戶
の

_

五
ケ
村
で
ぁ
づ
先o
. t
れ
を
按
助
す
る
諸
村
社
同
國
同
郡
の
麥
倉•M'
積
•
小
野
袋
。柳
生
头
曾
极
の
置
ケ
村
で
あ
つ
气
そ
の
外 

下
織
側
に
.あ
っ
て
葛
飾
郡
所
属
の

&
賀
袋
•
.新
久
甶
の
ニ
っ
の
川
附•き
村
が
こ
れ
に
參
加
し
て
ゐ
た
。

C

品
時
武
藏
側
の
五
ケ
村
は
一
時 

で
は
あ
っ
た
が
、
伊
奈
半
左
衞|
:代
官
所
の
預
办
と
な
っ
て
ゐ
て
、
天
領
で
あ
り
、
下
總
側
め
：一
一
ケ
.村
は
古
河
の
松
平
周
防
守
領
分
で 

私
領
で
あ
っ
た
。(

因
み
に
こ
の
一
ー
ケ
村
は
明
治
，一
一
七
九
年
西
葛
飾
郡
が
廢
さ
れ
て
か
ら
猿
島
郡
に
凰
し
た
。
茨
城
縣
新
鄕
村
の
一
部
を
：
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上

の

，
十
一
.ー
ケ
村
が
合
同
し
て
引
船
人
夫
を
1
供
す
る
慣
例
に
.な
づ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
：'
'
寶
曆
十
一
一
.

f

年
の
場
合
に
な
っ
て
、

突
然
武
藏 

側
の
五
ケ
村
が
異
議
を
申
立
て
、
、
援
助
を
拒
絕
し
た
の
で
あ
.っ
た
。
そ
こ
で
對
岸
の
.葛
飾
郡
側
で
は
こ
れ
は
從
來
の
惯
例
を
破
る
も 

の
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
伊
奈
半
左
衞
r1

_

,

の
役
所
に
訴
へ
出
た
の
で
あ
る
。
そ
の
訴
狀
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
;^
。

,

•
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恐
口
上
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を
以
御
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候
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ニ
、
日
光
御
普
謂
御
用
船
引
人
足
之
儀
、
川
端
村
ゝ
之
儀
は
い
小
高
村
-
難
而
相
勤
候
< 一.付、
前河御代

t
埼
玉
郡
川
邊
拾
ヶ
村
、
葛
飾 

-

都
私
共
貳
ヶ
村
、
右
拾
舐
ヶ
村
申
合
、
本
鄕
村
* '

駒
場
村
忙
入
足
相
詰
、，
御
用
船
前
く
引
來
り
电
|

、
此
度
御
用
船
ニ
付
、
右
拾
贰
ヶ
村
及 

:
:

兩
度
内
談
仕
候
處
、
御
料
•私
料
相
分
リ
H3
候
-一'付
、此
度
私
領
贰
ケ
村
江
者
人
足
肋
合
.不
申
候
'間
、
.百
入
之
人
足
二
候
ハ
、
五
拾
人
私
領
贰 

■

「

村
次
差
瓜
、
錢
：五
：拾
人
表
川
端
产
而
相
勤
候
氍
ネ
フ
御
支
配
所
於
倉
村
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積
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野
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生
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此
度
も
人
足
差
出
^

樣
ニ
：可
致
、.
若
子
細
於
有
之
者
"

致
返
答
書
、*
來
六
日
.朝
五
ッ
時
罷
出
可
對
決
者
也」

と
逋
達
し
た

。

.
慣
例
を
尊 

m

す
る
當
時
に
あ
つ
て
は
、
以
前
か
ら
行
な
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
廢
止
す
る
た
め
に
は
、
餘
程
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
麥
倉
村 

-

以
下
の
五
ケ
村
が
單
に
領
分
違
ひ
と
い
ふ
理
由
の
-
み
で
、
.

こ
の
憤
例
を
破
ち
ぅ
と
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
甚
だ
し
く
無
理
で
あ
る
。

. 

■
 

-
 

,:
.

■

 

'

_

. 

差
紙
に
は
六
日
朝
五
ッ
時(

午
前
八
時)

と
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
..
五
ケ
村
の
惣
代
飯
積
村
名
主
市
右
衞E

、

麥
倉
村
名
生
六
右
衞
門
が 

:

代
^

役
听
疋
出
頭
し
た
の
は
七
'
日
八
ッ
時
分(

午
後
ニ
時)

で
あ
つ
た
。
そ
し
て
返
答
書
，が
出
來
か
ね
る
か
ら
延
期
し
て
吳
れ
と
願
ひ
出 

た
が
許
さ
れ
ダ
、
却
0

て
五
ケ
村
全
部
を
呼
び
出
し
た
の
に
、
私
に
惣
代
と
し
て
.ー
ー
ケ
村
の
み
故
頭
し
た
の
は
不
屆
で
あ
る
と
呵
ら
れ
、 

返
答
書
は
直
ち
に
出
す
や
ぅ
に
命
ぜ
ら
れ
、
lh

む
を
得
ず
そ
、の
夜
五
ッ
時
に
提
出
し
た
の
が
、
次
ぎ
の
返
答
書
で
あ
る
。
前
文
は
訴
狀

v

 

同
様
で
あ
る
か
ら
/J

れ
を
省
略
す
る
。

.

n1

、
私
共
五
ケ
村
之
儀
*
日
光
御
用
川
取
川
附
之
村
方
ニ
而
者
無
御
痰
候
"

用
船
引
人
足
之
儀一

脒
JI
I
付
村
タ
江
御
觸
之
由
奉
娘
知
候
、

. 

尤
川
附
最
铬
霞
村
< 
江
右
御
役
被
仰
付
候
御
義
ニ
御
座
候

ハ.
、
奉
畏
候
、
然
シ
新
久
田
*
伊
賀
袋
兩
村
之
者
共
、
.
當
村
t
右
妹
之
節
者
前
} 

ぶ
組
合
之
3
_
上
候
爲
共
*
僞
リ
ニ
御
葩
候
、
此
段i

か

奶

纪

％
'
|ず
之
儀
者
全
砵
}|
|
尙
ニ
而
國
郡
も
隔
キ
霞
違
之
村
方
ニ
御
座
候
、
尤 

.

霞

突a

而
右
人
足
差
出
候
ハ
、
、
右
兩
村
^
儀
も
川
^
數
多
最
^
之
霞
村
く
も
御
座
候
處
、
川
筋
を
打
越
し
當
式
ケ
村
紙
合
之
由
申
上
候
段
、 

難
得
典
意
^

#
候
、
■尤
儀
御
役
筋
-
而
人
足
赏
く
差
出
候
樣
ニ
御
座
陕
ハ
、
、

此
上
最
寄
川
付
±
村
江
布
肋
合
人
足
差
出
候
樣
奉
願
上
候
、 

右
.之
通
相
#
不
诈
上
候
，
.前 

< ぶ
新
久
.田
•饼
贺
袋
兩
村
之
儀
、
川
向
一
一
而
1.
.躭
組
合
*一
 

而
者
無
御
座
候
，
享
保
部
中
み
赘
曆
九
卯
每
迄
、
.御 

.
用
が
節
組
合
候
樣n.

咋
上
候
得
典
.曾
而
左
襪
之
懷
ニ
而
潜
無
御
座
候
、併
川
手
前
川
除
之
村
方
江
者
霞
內
之
五
ケ
村
一
一
付
、
人
足
肋
合
味
候
義 

.

.

.:
少
^

%

御
座
候
得
典
‘
聊
以
新
久
3
.伊
雜
裔
村
江
組
合
候
儀
\
爝
又
.肋
合
候
儀
.も
曾
而
齡
御
陛
院
、
且
又
日
光
道
中
肋
鄕
御
役
之
儀
、村
高
ー

.

:
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_
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右
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⑩
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(
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M
A
.

發
見
す
る
が
、
そ
れ
が
如
何
な
る
紺
織
を
も
つ
て
ゐ
た
か
は
明
^

で
は
な
い」

(

八
'七
頁)

と
述
べ
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場

.
' 

- 

-

■

<)
-
-
:
•

 

■

 

.... 

•

:

合
も
同
地
方
の
地
勢
か
ら
見
て
、
埼
玉
那
所
嵐
の
十
ケ
村
が
悉
く
同
餒
中
と
も
兄
ら
れ
る
が
■'
他
方
川
付
き
村
を
除
い
た
五
ケ
村
だ
け 

:-
'
.を
霞
と
い
づ
た
と
思
は
れ
.る
形
跡
も
あ
る
。

.

.

'へ

•

•

'

'

«
曆
十
年
辰
十
月
に
麥
倉
村
名
主
六
右
衛
門
'が
認
め
た「

四
霞
村
々
萬
道
具
覺
書」

と
い
ふ
記
錄
が
あ
る
。
生
憎
四
霞
村M

の
名
稱
が

,

.

.擧
げ
て
な
い
：の
で
明
か
に
は
い
.へ'
,な
い
が
、
麥
倉
村
以
外
の
他
.の
四
ケ
村
を
指
す
‘の
で
は
な
か
ら
：ぅ
.か
。
や
^ :
推
測
に
過
ぎ
る
か
も
知

.

一
.
 

-

•
 

•

 

'
 

.
 

•
 

.
 

.
 

•: 

.

■ 

■
へ
れ
な
い
が
|

何
か
役
人
な
ど
の
出
張
の
.
こ
と
が
あ
り
.’

そ
の
接
待
に
必
耍
龙
品
.
ミ
を
親
村
で
淼
る
麥
倉
村
が
.調
赉
し
た
の
で
あ
ら
ぅ
0

,
序
で
に
ぞ
、の
内
容
を
紹
介
す
れ
ば
、
次
ぎ
の
如
く
せ
あ
る
。
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三
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拾
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一
 

木

綿
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冏

痛

_

'-
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拾

五
^

^

.
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.
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.
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一水
風呂
抑

「

九.
ッ
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た
.
.
.
：ら
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す

一
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と

し

て
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.こ

の
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バ

G
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。
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勺\

文
镇
の
四
霞
村
が
麥
倉
村
立
一
.
國

と

な

る

場

合
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日

麥

倉

•
飯

積

•
柳

宇

小

野

袋

の
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部

が

利

島
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戶
及
び
小
野
袋
の
i
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成
し
た
響
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が
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前
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參
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八
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)

せ
よ
と
命
じ
た
。
こ
れ
に
對
し
一
一
ケ
村
-«
は
別
に
證
滕
と
い
.ふ
ネ
め
は
な
い
...
が
>.茬 

「

寶
曆
九
卯
年
右
人
足
助
合
申
間
敷 

出
_
.±
.
-付
.
.
.周防
守
樣
へ
右
人
龙
助
合
昨
樣
一
一
.
.は

願

.申

上

.昨

得

者

-

右

村

ミ

人

足

差

出

㈧
樣
.一
一
被
仰
付
砟

」

と

答

へ

た

。

そ

と

で 

右
書
付
を
提
出
せ
よ
と
命
じ
、
そ
の
日
の
裁
判
は
終
つ
た
o

翌
九
日
九
ッ
時
と
い
ふ
か
ら

午

の

士1

啼
頃
麥
倉
射
以
下
五
ケ
村
の
代
表
者
ゆ
呼
.び
出
さ
れ
取
調
べ
を
受
け
た
。
•彼
等
は
依
然
と
し
'
 

て
霞
違
ひ
を
强
調
し
て
ゐ
る
。
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此
段
先
達
而
返
答
書
を
以
_
上
候
通
、川
向
江
戴
.ヶ
村
江
肋
合
候
儀
、是
迄
無
御
座
候
、
勿
論
組
合
候
儀
も
曾
而
無
御
座
候
、
當
五
年
已
前
卯
年 

:
御
地
頭
樣
ぶ
右
御
用
被
仰
付
候
處
、私
共
村
，
之
儀
右
七
貳
ヶ
村
是
迄
組
合
、
右
御
用
相
勤
候
徵
無
御
座
候
-一
付
、其
節
御
訴
訟
印
上
候
處
、

•'
朽
御
'川
相
濟
、お
人
足
差
出
候
儀
無
御
酿
候
、勿
論
其
節
御
請
！|2

等
差
上
候
義
覺
無
御
座
候
、俳
霞
御
役
-
.
VW
向
.川
端
者
向
霞
役
、川
手
前
之
處
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.川
手
前
霞
村
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霞
役
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而
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麗
探
ニ
.被

仰

付

候

ハ
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牵
展
候
得
巧
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麈
役
方
贵
手
前
霞
对
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差
出
候
儀
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難
儀
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存
候
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此
上
御
慈
悲
を
以
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川
附
村
餒
役
二
被
仰
付
候
儀
.+
格
別
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向
霞
役
之
儀
御
免
被
成
下
候
樣
奉
闕
上
候
、
只
今
迄
川
手
前
川
附
村
江
人
足 
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肋
合
候
儀
も
百
姓
難
儀
二
奉
存
候
ニ
付
、
御
靜
訟
可
申
上
と
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處
*
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寄
存
川
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兩
村
々
組
合
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と
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此
度
御
船
引
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候
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追
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節
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又
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の
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と
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ム
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件
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落
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の
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返
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。
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は
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右
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追
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を
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右
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；付
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等
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儀
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間
1
無
遥
非
舉
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を
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'
秄
？
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差
出
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勤
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御
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不
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付
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こ
の
訴
狀
に
據
る
と
今
ま
で
述
べ
て
來
た
點
と
興
な
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
o
.第
一
に
川
船
引
役
は
爪
附
き
村
五
ケ
村
全
部
で
な

く
、
木
鄕
•
翳
雨
村
に
命
ぜ
ら
れ
た
もQ
で
、
他Q

川
附
含
村
は
麥
倉
村
そQ

他
と
同
様
、
こ
れ
を
助
合
す
る
もQ

に
過
ぎ
な
い
と

と
、
第
一
1に
麥
倉
村
以
下
五
ヶ
村
の
务
求
が
私
領
た
る
俅
贺
袋
.
新
久
田
兩
村
の
排
除
に
あ
つ
た
こ
と
等
で
あ
る
°
し
か
し
も
し
こ
の

訴
狀
を
^
赞
だ
と
す
れ
ば
、
と
の
兩
村
は
埼
玉
郡
淺
り
八
ヶ
村
だ
け
:̂

、
人
足
割
宛
て
を
な
せ
ば
ょ
い
わ
け
で
あ
る
。
何
故
川
向
ふ
の

兩
付
を
包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
恐
ら
く
人
足
數
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
ら
ぅ
が
、
隱
さ
れ
た
事
情
は
解
り
.か
ね
る
。
と
れ

に
對
す
る
麥
倉
村
以
下
五
ヶ
村
の
返
答
を
抜
き
書
き
す
る
と
、
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

「

; i
略
、

)

人
足
之
儀
、
川
附
本
鄕
•前
谷
•駒
場
•德

河

•柏
户
、
川
向
新
久
田
•餅
賀
袋
.如

.
6?
i

B
附
和
ミ
江
斗
布
鹆
觸
も
窆
、
霧

I
江
御
觸
者
無
御
座
候
、
尤
霞
御
役
ニ
而
相
勤
候
筋
~
1有
之
候
ハ
.、
、
兩
川
付
霞
村
\

川
手
前

は
川
手
前
之
霞
、
川
向
港
川
向
霞
、兩
川
通
リ
.一
妹>!

霞
村
I

人
足
差
出
候
義
と
奉
存
、私
典
霞
：九
.ヶ
村n

限
リ
、右
人
足
差
出
候
義
、何
共
難

依n

本
存
候
、
n又

；：

川

手

前

川

付

右

；九
ヶ
村

化
、

私

共

冗

ヶ

村

ぶ

少

、
、
通
人
.

足
肋
合
候
成
、
_

〒
御
招
船
敷
^ :
艘
相
登
、
川
附
五
ヶ

村
人
足
-
!、斗
m

y

n

相

筋

^

^

，
一 

猫

成

候

怖

卷

人

足

無

心

中

來

リ

相

賴

售

一

一

付

、
一

證

羅

據

人

足

少

v

宛
成
程
借
シ
麗 

儀
-ー：而
全
ク
御
役
所
筋
>
而
布
ス
足
差
此
^ '
儀
ゴ
か
無
#1
1
'ぼ

、依 

御

ぐ
用
船
及
數
重
餿
土
フ
川
付
宄
ケ
村
人
足
斗
ム
而
及
翁
r
御
用
御
差
茭
，ニ
實
べ
骼
成
候
節
，
私
共
五
ケ
村
肋
鄕
御
役
靴
合
も
有
之
、
相
賴
候
筋
，一
 

-

御
座
候
ハ
'
、
、

大

饥

之

御

用

船

何

分

人

足

借

、

V

可
申
候
得
共
*
.
.無

其

籠

、
、
ふ

私

共

五

ケ

村

之

傲

御

役

筋

1
$

か
：
、.抑
而
人
湯
合
、
其
上
阈 

都
霞
違
、
川
向
新
久
田
。
伊
賀
袋
兩
村
江
馴
合
、
拾
贰
ケ
村
紺
合
杯
と
巾
、
人
足
差
出
候
_

ー
ー
申
之
、
.前
<
御
役
筋
ニ
恥
相
勤
不
0

笼
、
ヒ
抒 

相
勤
中
候
得
者
*

以
來n

V

例
格-1

相
成
、
難
義
安
心
不
仕
、
無
是
非
御
訴
訟
申
上
候
義
二
御
層
、
バ
中
略)

溫

役

ニ

被

仰

蠤

麗

ュ

御
 

座
候
へ
.、
、
兩

川

附

霞

村

ミ

H

無
甲
乙一 .

牀
ニ
布
御
役
相
勤
候
樣
“ I

被
仰
付
被
下
镫
候
ハ
、
、
難
符
窣
存
候
、(

下
略)

.

,

、
こ
ヴ
返
答
書
.
現̂
は
れ
て
ゐ
る
と/

J

ろ
は
別
に
以
前
の
主
張
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、#

川
附
^

^
ケ
村

!̂對
す
る
霧
が
霞 

か
と
し
て
の
好
意
力
ら
H
た
も
の
で
、
役
儀
と
し
て
の
義
務
か
ら
坐
じ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
觸
書
の
渡
ら
ぬ
こ
と
に
依
つ
て
證
月 

.し
、
そ
れ
が
今
後
役
儀
化
し
て
義
務
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
ゐ
る
點
を
注
意
す
べ
き
セ
あ
ら
う
。

,

こ
の
點
に
つ
い
て
は
恐
ら
く
麥
倉
村
以
下
五
ケ
村
の
虫
張
す
る
と
と
ろ
は
正
し
か
つ
た
の
で
あ
、ら
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
主
張
し 

得
た
の
は
天
敏
と
な
り
、
對
岸
の
ニ
ケ
村
と
分
離
し
た
か
ら
で
あ
る
。

:

こ
の
本
鄕
•
駒
場
兩
村
の
訴
訟
は
、四
月
卄
七
日
に
！！
村
の
方
か
ら
願
ひ
下
げ
^

な
り
、
從
つ
て
五
ケ
村
側
も
い
ひ
分
な
し
と
し
て
反) 

管

A

は
却
.

I

れ
た
。
結
f

 

S

件
は
、
川

附

喜

：女

村

孬

し

、
麥
倉
村
以
下
五
ケ
村
か
ら
好
意
的
に
人
足
を
露
す
る
こ
と
に 

な

り

譽
s

 

色

1

み
.

^
に
は
人
夫
を
出
さ
ぬX

J

と
に
な
つ
た
や
う
で
あ
.る<5

そ
れ
に
關
す
る
直
接Q

資
料
は
.な
い
が
、
翌
中 

部
に
と
れ
らs

f
r
l
Q

諸
村
霖
び
古
河
領
S

地
さ
れ
、
5

船
^
;
人
足
5

い
S

S

营

れ

ぺ

川

附

刻

 

出
姻
狀
ニ
ホ
I

F

有

之
昨
テ
付
' 
證
據
ニ
相
成
^

而
*

向
村
た
江
も
右
人
足
差
出
昨
樣
ニ
被
仰
付
外」

と
あ
る
か
ら
、
未
年
の
訴
訟
. 

に

は

兎

に

角

パ

向

ふ

の

行

賀

袋

《
新
久
田
，兩

村

に

は

助

人

足

を

し

な

い

で

濟

ん

だ

の

.で
あ
ら
う
0 

要
す
ゐ
に
こ
'の
事
,#

に
つ
'
い
.て
、

私
：の
特
に
興
味
を
‘

じ
た
點
は
.
、(

一)

霞
と
い
ふ
村
落
の
集
團
に
相
互
に
援
助
す
る
道
德
的
議 

め
あ
り
時
に
は
そ
れ
が
霞
役
と
し
て一

つ
の
義
務
的
形
式
に
な
る
こ
と
も
あ
つ
た
こ
と
、
從
つ
て(

ニ〕

霞
外
に
料
し
て
は
む
し
ろ
そ 

.

口
光
御
用
船
引
人
足
出
入一

件

： 

：

.

i

 

(

g

四
一

)



'
H
光
御
用
船
引
人
足
出
入
5
.
' 

，

ニ一

四
；

.
0
1

三
四
5 

れ
が
猢
他
的
に
作
用
す
る
と
と
：(

三)

政
治
的
支
配
(0
相
違
が
著
し
く
對
抗
的
意
識
を
-高
め
る
こ

_と
等
で
あ
る

0

私
が
前
揭
論
文
に
、

一
柯
が
政
治
上
分
裂
し
た
た
め
に
.細
分
化
の
傾
向
が
あ
る
,
と
を
指
摘
し
た
の
は(

七
八
頁
^
.
と
の
場
合
と
事
柄
は
異
な
る
が
、
本
赏 

は
同
じ
で
あ
る
。
も
し
麥
倉
村
そ
の
他
の
埼
玉
郡
.が
ー
時
古
河
領
か
ら
分
離
し
て
天
領
と
な
る
こ
と
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
と 

、の
兩
岸
の
村
と
村
と
の
對
立
が
か
く
明
瞭
に
な
る
.こ
と
は

な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。

■
(

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
八
日
稿)

.

.

.
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m

子

製

紙

株

式

會

社

編

纂

,

.

.

.

.

.

:

■

ノ

'

,

『

楮

及

.
楮

.
紙

考

』

：

.

.

.

■.
■

『

三

椏

及

三

椏

紙

考

』

：
.
 

' 

-

.

*

 

'

高

橋

誠

：
一
 

郎

.
 

■■
 
■.:
 

t
 

.

『

梢
及
楮
，故
^』

は
王
-1
製

紙

株

式

會

社

が

皇

紀

ニ

千

六

百

年

記

念

出

版

の

；
ー，

^

し

て

今

卷

紀

f

儿
節
を
卜
し
て
上
梓
せ
る
も
の
で
あ 

>

.
又
.『

三
^

及
び
三
極
紙
考』

は
同
會
社
が
其
の
如
妹
編
と
し
て
今
秋
明
治
節
に
當
つ
て
發
兌
せ
.る
も
の
で
あ
る
0
明
治
八
年
跬
單 

榮

一

.を
社
長
と
し
て
成
立
し
た
王
子
抄
紙
會
社
の
昔
か
ら
專
b

洋
紙
製
造
に
從
事
し
來
つ
た
王
子
製
紙
株
式
會
社
が
、
是
れ
等

馨

を 

佳
辰
記
念S

業Q
1

と
しV

議

し
て
世
に
送
つ
た

こ

と

は

、
.
同

會

社

Q

注
意
が
漸
く
和
紙
生
產Q

方
面
に
も
向
は
し
H

た
る
一
 

靈

と
し
て
觀
i

得
可
f

 

?

|

ぅ
。
明
治
維
新
以
来
、
洋
紙
全
盛
の
勢
ひ
S

せ
ら
れ
て
、
只
管
衰

滅
の

一

路

を

蟹

つ
へ 

あ
る
か
の
觀
が
あ
つ
た
我
が
和
紙
の
製
造
が
、
支
那
事
變
以
後
、
次
第
に
各
方
面
の
注
意
を
.喚
起
し
，つ
、I

の
時
、

同
會
社
が
其
の 

.
生
產
技
術
に
關
す
る
貴
重
な
る
文
献
資
料
を
藻
輯
發
兌
せ
る
こ
と
は
洵
に
時
宜
に
適
す
る
の
擧
と
稱
せ
ざ
る
を
得
な
いo:

『

楮
及
び
桃
紙
考』

は
紙
話
會
同
人
關
彪
氏
の『

楮
文
學
及
楮
考』

、
茨
城
縣
大
子
營
林
署
長
矢
澤
賴
忠
氏
の『

褚

の

栽

培

と

褚

皮

の

生
 

丨
產』

、
.元
内
閣
印
刷
局
抄
紙
部
長
佐
伯
勝
太
郞
氏
の『

楮
皮
及
び
三
椏
皮』

、
.土
佐
の
製
紙
家
吉
弁
源
太
氏
の『

褚』

.
凡
そ
文
化
年
間
に 

王
子
製
紙
株
式
#
社

榻

毫

精

及

楮

紙

考

』『

一S

及
一
一
一
越
紙
考

』 

、
 

p

£

c
!
i
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